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＜連絡事項＞
なし

＜入室状況＞
【入院】
・和田　純弥様～東病棟Aユニット9号室

【ユニット・部屋移動】
・藪　真弓様～東病棟Aユニット9号室→東病棟Aユニット16号室
・長岡　明美様～東病棟Bユニット8号室→東病棟合併症室
・田名部　幸子様～東病棟Aユニット16号室→東病棟Aユニット10号室

＜患者様連絡事項＞
・日登　恵子様～水様便持続していること柞木田Drへ報告。下剤（モビコール、酸化マグネシウム）中止指示あり。

・上野　揚子様～柞木田Dr報告、転倒のリスクが高いため、必要時のみ安全ベルト使用可の指示あり。

・和田　昌様～食事摂取量少なく、点滴ビーフリード500ml　2本/日へ変更指示あり。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前、午後一時間ずつの開放観察実施。午前開放時は自床に横臥したまま過ごしているが、午後開放時は他室侵入繰り返し自制できず早めの開放終了となる。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

[bookmark: _Hlk169887910]・袴田　将志様～8時～17時の開放観察実施。不穏興奮無く易怒的言動なく自室で書き物をして過ごし、過度な飲水要求なく経過。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・藪　真弓様～終日隔離中。表情冴えないが口調穏やか。希死的言動なく身体不調なく自室のベッドに臥床して静穏に過ごしている。本日主治医診察にて自傷行為や危険行為なく、衝動性や興奮は落ち着いてきていることから16：13終日隔離解除となる。

・横田　健様～身体拘束中。体温37.2～37.0℃、脈拍110台で経過。声掛けに返事あり。時々うなり声や独語聞かれている。下肢のバタつき頻回にあり。引き続き身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・和田　純弥様～本日医療保護入院。看護師への確認行為繰り返し落ち着かず、安静保持できず、指示に対する聞き入れ不良。他患者との人間関係を著しく損なう恐れがあり、易怒的言動・粗暴行為を働く危険性があるため、安全対策として13：20より終日隔離開始となる。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜金Dr診察情報＞
・藪　真弓様～本日診察にて自傷行為や危険行為なく、衝動性や興奮は落ち着いてきていることから16：13終日隔離解除となる。

・田名部　幸子様～診察にて他者とのラブル、被害的な言動多く東病棟Aユニット10号室へ移動の指示あり調整となる。個室のトイレを利用するよう伝えられる。

＜新規入院患者＞
[bookmark: _GoBack]氏　　名：和田　純弥（わだ　じゅんや）様
　生年月日：平成5年11月27日(30歳)
　病　　名：注意欠陥多動障害、重度知的障害、自閉症スペクトラム障害　
　性　　別：男性
　主 治 医：柞木田Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Aユニット

　＜経過＞
　低出生体重児として出生。言葉の遅れあり、平成9年4月（3歳）に児童相
　談所で精神遅滞と診断され、就学までの3年間桂堂学園へ通所。八戸第二
　養護学校小学部に入学。特別児童福祉手当認定診断書作成のため、平成
　15年7月24日（10歳）八戸市立市民病院精神神経科初診。初診時、落ち着
　きなく、二語文程度を話すものの、会話は困難。その後、診断書作成のた
　め、同院外来通院。平成24年3月に八戸第二養護学校高等部を卒業し、自
　宅からB型就労支援施設へ通所。令和5年3月末頃よりこだわりが強くなり、
　施設職員への付きまといや易怒性の亢進があり、利用者に粗暴行為が出現
　したとのことで、同年5月11日から同年7月22日まで湊病院へ医療保護入院。
　退院後は自宅で生活していたが、流涎と体の傾きが強くなり、薬を漸減し
　たところ、通所施設で粗暴行為を認め、薬剤調整開始。令和5年10月9日前
　医縮小のため、当科紹介初診。通所施設で粗暴行為が続き、薬剤調整をし
　たが、自宅でも感情失禁や粗暴行為を認め対応困難となり、同5年11月6日
　当院受診し、当院1回目の医療保護入院。入院後は、主治医の診察により
　終日隔離となる。薬物調整により徐々に症状落ち着きR5.11.17に隔離解
　除となっており、その後は他者トラブルなく経過。日中はホールで過ごさ
　れており、頻回に詰所を訪室しては確認行為あるも都度の対応で落ち着く
　ことが多いが、落ち着かないときは頓服の服用で不穏・興奮には至らず経
　過していた。その後外泊訓練を繰り返し自宅への退院準備が整ったため、
　R6.1.8当院退院している。退院後は通所施設「そら」を利用しながら自
　宅で生活を送っていたが、徐々に通所施設へ行こうとすると本人落ち着き
　なく、施設の車を内装が剥がれるほどの力で蹴ったり叩いたりする行動
　が増加。自宅や外出先ではそのような行為は見られず、むしろ落ち着いて
　過ごせているというが、母様より通所に通わせずに一日中家で見るのに
　は限界があるとのことで、家族対応困難のため、本日東病棟Aユニット9号室へ
　医療保護入院となる。
